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少と超高齢化である。富山市においては総人口が 2045 年には 2010 年から約 20.3％減少する一方で，










申請先学部 法学部 採択番号 No.１  
たりの自動車保有台数は平成 31 年 3 月時点で、1.681 台で全国第 2 位（（財）自動車検査登録情報協
会より）である。一方で公共交通の衰退は著しく、過去 20 年の間に公共交通利用者は、JR は約 29％、



























費は約 58 億円でそのすべてを民間が負担することは難しい中、国費や県費そして JR 西日本からの
協力金をもとに事業を進めた。また、JR 富山港線の LRT 化とは別に、市内電車環状線化事業も実行
された。市内を走る路面電車は昭和 18 年より富山地方鉄道（株）が運営していたが、昭和 40 年代以
降にモータリゼーションの進展により利用者が減少し、路線の縮小が行われた。市内電車環状線化事
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ては、シビルミニマムの確保（2 往復/日）に対して運行経費の 100％補助、スクールバスを含む場合
（最大 3 往復/日）に対して運行経費の 100％補助、それ以外の運行に対して運行経費の 9/20 の補助




























社会動態（転入者―転出者）も増加した。具体的には平成 29 年にはー43 人であった社会動態が令和
元年には＋483 人となり、市内中心部のいわゆる「お団子」の魅力を高めることで緩やかに居住を誘
導していくことに成功している。 
また、高齢者の外出機会の創出と医療費の削減効果について，富山市が 65 歳以上の高齢者 644 人
に GPS（全地球測位システム）と歩数計の機能が付いた端末を配布して行った調査では、市が発行す
る公共交通の割引パス「おでかけ定期券」を利用している人の 1日あたり歩数は 16年実績で 5287歩
と非所有の人よりも 7%多かった。医療費を比べると、16～17 年の平均で定期券利用者の方が年間 1
















































申請先学部 法学部 採択番号 No.１  
6. 参考資料 
 
写真① 富山市内を走る LRT（富山市 WEBサイト「公共交通の活性化施策について」より） 
 
図① 富山市が目指す都市構造 （富山市資料「富山市のコンパクトシティ戦略」より） 
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